
10.由然現象

10-4.地理 ･地形

10-4-1.コタンの構造とその近隣の状況

昔､塘路で近くに住んでいたのは､宍戸磯平､武家レイェ､高村､鈴木 トンクサ､鈴木アン

等の人々であった｡

[島 直氏]

昔､虹別に明治乳業の集乳場があった｡そこの少し裏手が､アイヌ語でシュワン suwan

と呼ばれる部落であった｡そこの奥にボンシュワン ponsuwan という地名があった｡

[島マチエ氏]

シュワン suwan の部落に昔住んでいた主な人は､榛孝太郎､大野力之助 (榛家に住んで

いた)｡榛家には女の子を二人養子にして､一人はアサ､もう一人はミヨという人だった｡私の

生まれた家 (戸来家)はもっと上手にあった｡その近くにいたのは､土井舞太郎さん､乙部さ

ん､宮本さん､前田専太郎さん等｡

[島マチエ氏]

前田専太郎さんの家の奥に土井舞太郎の家があり､そのさらに奥に私の家があった｡

[島マチエ氏]

トーホロ川は計根別の町から中標津に向かって右に2キロほど行くとトーホロ川のふ化場が

あった｡そこに住んでいたこともある｡

[島マチエ氏]

10-4-3.方向名称

ヒカタは西風のことを言う｡西風の時は､オンネムシの崎では砂が東に流されて崎の先端が

東に曲がる｡ヤマセ (東風)が吹くと逆に西に曲がる｡水面下の部分が曲がるので､陸上の半

島部分の形が変わるわけではない｡年によって西風が強いこともあるし東風が強いこともある｡

[島 直氏]

10-4-4.地理 ･地名

榛孝太郎さんのヌサの向こうに水が湧いて､そこから小川になっているところがあった｡そ

こをボンナイコ ponnayko とか､メンメンと呼んでいた｡メンメンは､｢湧き水｣という意

味らしい｡ここは､部落皆の水汲み場であった｡水が湧きだすところに樽の底を抜いたものを

埋め､水が中にたまるようにしていた｡

[島 直氏]

虹別の川はすべて湧き水が源であり､西別岳の向こうの摩周湖の伏流水であり､きれいな水
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だ｡しかし､フトタナップの源は湿地になっていて水はにごっている｡ボンナイコのことをメ

ンメンともいうが､メンメンとは､｢水が絞りだすように湧いている｣という意味だ｡

[島 直氏]

ボンシュワンにメンメンという所がある｡崖からわき水が出ている場所だ｡美幌の古梅もそ

うらしいO養父の島太郎が､そこに赤い水のぐちゃぐちゃしたとこなかったかと聞くので､ど

うしてよと聞くと､フレメンメン (赤い水たまり)という意味だと思うからと答えた｡

[島 直氏]

阿寒のオンネ トー､鶴居村のオンネビラ､オンネナイのように､オンネのつく地名は色々あ

る｡

[島 直氏]

摩周湖のカムイヌプリはなぜそういうのか由来はわからない｡

[島 直氏]

達古布沼､シラル トロ湖､塘路湖には魚がたくさんいたし､山にはウサギがいる｡ベカンベ

(菱の実)も採れる｡だから塘路の近辺は暮し易い場所だったと思う｡

[島 直氏]

榛さんが住んでいた元村というところのすぐそばにフトタナップという小川がある｡西別川

の支流だ｡ずっと上にはアッコチャンナイという小川がある｡これは右から西別川に流れ込ん

でいる｡フトタナップは左側から西別川に注いでいる｡また､フトタナップの上の手塚さんの

裏にはライクンナイと言う西別川の支流があった｡そこで牛乳を冷やした｡そのさらに上手に

はコトンナィ､タッタラケという支流もあった｡その上には名のわからない川があり､西別川

の注ぎ口で小滝になっていた (図12)0
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塘路湖が結氷して､｢おみわたり｣が見られることがある｡オンネムシ側の沼の岸に向かって

まっすぐ割れる｡冬になると用水が減るので､湖の水面が下がる｡それで余分ができて氷が割

れるのだ｡ものすごい音がする｡毎年起きる｡アイヌの人は特にこれについては何も言ってい

なかったようだ｡11月の末から12月の始め位にかけて起こる｡秋にヒカタ風が強いと､寒い上

に風があるのでなおさら冷える｡そういう天気が三日続くと7割位は湖面は歩けるように凍る｡

氷の厚さが15センチ位になればベカンベ取りに行ける｡今は冬にベカンベ取りに行く人はいな

い｡春になって､3月の末になれば岸のほうが先に氷が解ける｡沖の方は4月に入ると氷がざ

くざくになって来て､歩くのは危険である｡そんな時期に木材をどっさり積んで無理に渡ろう

とすると馬ごとはまったということもあった｡昔の方が寒かったから､氷の厚さも昔の方が厚

かった｡

[島 直氏]

塘路湖の氷が完全に解けるのは4月だ｡ヒカタでもヤマセでも､方向にかかわらず風が吹け

ば早く解けるようだった｡

[島 直氏]

塘路の人々が敬う山は阿寒の方の山だろうか｡よくはわからない｡虹別の人々が大事にする

山は西別岳ではないかと思う｡そこで猟をするから｡

[島 直氏]
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